
平
成
二
二
年
五
月
一
日 

  
随
想 

「
坂
の
上
の
雲
」
と
日
本
人 

阿
部
敏
勝
（
会
員
） 

一
、
は
じ
め
に 

 

バ
ブ
ル
崩
壊
以
来
日
本
中
に
漂
っ
て
い
る
「
閉
塞
感
」
を
打
破
の
た
め
（
？
）

凛
と
し
た
日
本
精
神
を
再
現
し
よ
う
と
い
う
司
馬
遼
太
郎
原
作
の
グ
ラ
ン
ド
テ

レ
ビ
「
坂
の
上
の
雲
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
巨
大
な
予
算
に
よ
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
番
組
と

い
う
意
味
で
偉
大
か
ど
う
か
は
後
述
し
ま
す
）
そ
の
Ｐ
Ｒ
の
為
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
二
月
一
三
日
、
日
比
谷
公
会
堂
「
坂
の
上
の
雲
と
日
露
戦
争
」
パ
ネ
リ
ス

ト
篠
田
正
浩
、
黒
鉄
ヒ
ロ
シ
、
松
本
健
一
、
加
藤
陽
子
、
司
会
古
屋
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
）
や
週
刊
誌
の
買
い
切
り
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
紹
介
（
週
刊
朝
日
三
月

十
二
日
号
、
全
六
頁
）
「
坂
の
上
の
雲
が
描
い
た
凛
と
し
た
日
本
人
の
精
神
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

折
し
も
八
月
に
満
百
年
を
迎
え
る
「
日
韓
併
合
」
メ
モ
リ
ア
ル
へ
の
対
応
を
含

め
て
「
御
維
新
以
来
の
日
本
人
の
精
神
構
造
を
探
る
記
述
や
議
論
」
が
盛
ん
に

な
っ
て
居
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
首
題
に
関
す
る
本
年
前
半
の
総
括
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

二
、
「
坂
の
上
の
雲
」
を
批
判
す
る
文
献 

 

司
馬
遼
太
郎
原
作
の
「
坂
の
上
の
雲
」
の
主
役
は
陸
軍
騎
兵
将
校
の
秋
山
好
古

と
海
軍
参
謀
の
秋
山
眞
之
の
兄
弟
、
良
家
に
育
ち
外
国
勤
務
も
経
験
し
た
美
丈

夫
、
日
露
戦
争
で
は
中
堅
士
官
と
し
て
勲
功
を
立
て
る
。
副
役
の
正
岡
子
規
も

歌
人
で
国
際
通
、
こ
の
三
人
を
中
心
に
「
聖
戦
日
露
戦
争
の
意
義
」
が
語
ら
れ

ま
す
。
併
し
戦
場
の
悲
惨
さ
、
下
級
兵
士
並
び
に
そ
の
家
族
の
苦
衷
な
ど
は
語

ら
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
軍
備
拡
張
の
た
め
に
「
飢
餓
予
算
」
を
組

ん
だ
「
政
府
に
対
し
当
時
の
国
民
は
何
の
不
満
も
な
か
っ
た
」
と
記
述
し
て
居

り
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
岩
波
書
店
刊
行
の
「
坂
の
上
の
雲
と
司
馬
史
観
」
の
著
者
で
一

橋
大
学
名
誉
教
授
の
中
村
正
則
氏
は
「
司
馬
遼
太
郎
は
小
説
家
。
歴
史
家
が
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
批
判
す
る
の
は
筋
違
い
と
の
説
も
あ
る
が
、
圧
倒
的
な
影

響
力
を
持
つ
司
馬
氏
の
場
合
は
別
（
出
版
元
に
よ
れ
ば
総
発
行
部
数
一
、
八
〇



〇
万
部
）
し
か
も
同
氏
自
身
が
「
坂
の
上
の
雲
」
の
殆
ど
を
事
実
に
基
づ
い
て

書
い
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
る
以
上
は
っ
き
り
さ
せ
て
貰
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
（
一
月
十
七
日
附
毎
日
新
聞
・
「
歴
史
家
か
ら

の
異
議
申
し
立
て
」
又
長
崎
平
和
資
料
館
の
理
事
長
で
あ
る
高
實
康
稔
氏
は
誤

っ
た
司
馬
史
観
が
闊
歩
し
て
い
る
の
は
吉
田
松
陰
（
彼
は
カ
ム
サ
ツ
カ
、
オ
ホ

ー
ツ
ク
を
奪
い
、
琉
球
を
諭
し
て
朝
鮮
を
責
め
（
攻
め
）
質
を
入
れ
貢
を
奉
る

こ
と
古
盛
時
の
如
く
し
、
北
は
満
州
の
地
を
割
き
、
南
は
台
湾
、
ル
ソ
ン
諸
島

を
収
め
、
し
だ
い
に
進
取
の
勢
い
を
示
し
、
然
る
後
、
民
を
愛
し
、
士
を
養

い
・
・
・
と
ま
る
で
昭
和
の
日
本
を
見
透
か
し
た
様
な
事
を
記
し
て
い
ま

す
。
）
や
福
沢
諭
吉
の
「
朝
鮮
は
固
よ
り
論
ず
る
に
足
ら
ず
、
我
目
ざ
す
当
の

敵
は
支
那
な
る
が
故
に
、
「
先
ず
一
隊
の
兵
を
派
し
て
朝
鮮
京
城
の
支
那
兵
を

み
な
殺
し
に
し
、
我
兵
は
海
陸
大
挙
し
て
支
那
に
進
入
し
、
直
ち
に
北
京
城
を

陷
れ
、
成
功
疑
い
な
し
と
断
ず
べ
し
」
と
こ
れ
亦
「
日
韓
併
合
」
時
の
日
本
軍

の
行
動
を
示
唆
し
た
論
説
」
を
痛
烈
に
批
判
し
、
「
日
本
の
侵
略
性
は
明
治
維

新
以
来
の
も
の
」
と
喝
破
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
（
九
条
連
ニ
ュ
ー
ス
三
月
二
〇

日
附
第
一
八
三
号
） 

 

 

三
、
「
日
韓
併
合
」
を
批
判
す
る
講
演
会 

 

二
月
十
一
日
、
日
本
橋
公
会
堂
で
千
葉
大
学
教
授
の
趙
景
達
氏
が
朝
鮮
民
族
の

立
場
か
ら
見
た
日
本
の
「
国
体
思
想
」
「
大
家
族
国
家
観
」
「
明
治
憲
法
」

「
韓
国
の
併
合
と
そ
の
論
理
」
「
皇
民
化
政
策
」
等
々
に
つ
い
て
講
演
を
さ
れ

ま
し
た
（
月
刊
「
憲
法
運
動
」
五
月
号
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
） 

 

又
四
月
三
日
に
は
千
駄
ヶ
谷
区
民
会
館
で
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
の
安
川
寿
之

助
氏
が
三
時
間
に
亘
り
膨
大
な
資
料
を
駆
使
し
て
「
大
逆
事
件
、
韓
国
併
合
」

百
年
と
「
坂
の
上
の
雲
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で 

同
氏
は

「
明
治
日
本
の
思
想
家
福
沢
諭
吉
は
「
人
の
上
に
人
を
つ
く
ら
ず
」
等
で
知
ら

れ
て
い
る
が
そ
の
実
体
は
国
家
主
義
者
で
あ
り
、
大
正
、
昭
和
の
丸
山
真
男
、

家
永
三
郎
、
加
藤
周
一
な
ど
に
引
き
継
が
れ
司
馬
遼
太
郎
の
「
坂
の
上
の
雲
」

に
な
っ
た
と
語
ら
れ
満
場
の
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
（
不
戦
兵
士
・
市
民
の
会

ホ
ー
ム
頁
並
び
に
広
報
誌
「
不
戦
」
に
掲
載
。 

 

四
、
「
日
韓
併
合
」
「
日
韓
関
係
」
に
関
す
る
世
論
調
査
の
結
果 

 

四
月
初
旬
読
売
新
聞
社
と
韓
国
日
報
社
が
共
同
し
て
世
論
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
の
概
略
を
記
し
ま
す
。
（
四
月
十
七
日
附
読
売
新
聞
） 

 

（
１
）
日
韓
併
合
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

己
む
を
得
な
か
っ
た 

 

日
本
四
四
％ 



 
 

 
 

 
 

 
 

そ
う
は
思
わ
な
い 

 

韓
国
五
四
％ 

 
（
２
）
日
本
の
植
民
地
支
配
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

充
分
に
反
省
い
て
い
る 

 
 

 

日
本
四
一
％ 

 
 

 
 

 
 

 

そ
う
は
思
わ
な
い 

 
 

 

韓
国
九
二
％ 

 

（
３
）
日
本
の
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 

韓
国
の
抗
議
は
お
か
し
い 

 

日
本
四
八
％ 

 
 

 
 

 

韓
国
の
抗
議
は
当
然 

 

韓
国
七
一
％ 

） 

 

五
、
日
韓
有
識
者
に
よ
る
第
二
期
歴
史
共
同
研
究
の
結
果 

 

従
軍
慰
安
婦
な
ど
の
侵
略
戦
争
を
め
ぐ
る
日
本
の
教
科
書
の
記
述
や
韓
国
の
歴

史
教
育
に
つ
い
て
双
方
か
ら
批
判
を
展
開
、
互
い
の
歴
史
認
識
を
研
究
す
る
難

し
さ
を
改
め
て
印
象
づ
け
ら
れ
ま
し
た
、
今
後
の
研
究
継
続
を
疑
問
視
す
る
声

も
あ
り
ま
す
。
（
三
月
二
四
日
附
朝
日
新
聞
） 

 

六
、
結
論 

 

以
上
を
通
じ
て
痛
感
さ
れ
る
の
は
「
坂
の
上
の
雲
」
に
代
表
さ
れ
る
日
本
人

（
加
害
者
側
）
の
思
考
の
甘
さ
で
す
。
伊
藤
博
文
を
再
び
英
雄
視
す
る
出
版

（
知
の
政
治
家
、
初
代
首
相
、
初
代
朝
鮮
総
監
、
近
代
日
本
を
創
っ
た
人
と
し

て
賞
揚
、
中
公
新
書
四
月
新
刊
）
ひ
と
つ
取
っ
て
も
幕
末
、
尊
攘
運
動
の
中
で

吉
田
松
陰
ら
が
確
立
し
た
い
わ
ゆ
る
日
本
國
体
思
想
（
万
世
一
系
の
天
皇
が
連

綿
と
支
配
す
る
清
浄
な
満
邦
無
比
の
神
聖
な
國
＝
日
本
）
が
「
明
治
憲
法
」
や

「
教
育
勅
語
」
に
な
り
、
こ
れ
を
福
沢
諭
吉
ら
の
思
想
家
が
醸
成
し
た
「
日
本

式
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
今
日
の
日
本
人
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
坂
の
上
の
雲
」
が
賞
揚
す
る
「
明
治
は
良
か
っ
た
」
は
そ
の
復
活
を
狙
っ
た

プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
以
上
） 

資
料 

〈
日
韓
併
合
を
巡
る
主
な
出
来
ご
と
〉 

一
八
七
三
年 

西
郷
、
板
垣
ら
に
よ
る
、
征
韓
論 

一
八
九
五
年 

日
本
人
グ
ル
ー
プ
の
王
宮
襲
撃
、
閔
妃
暗
殺 

一
九
〇
四
年 

朝
鮮
半
島
の
利
害
巡
り
日
露
が
対
立
、
開
戦 

一
九
〇
五
年 

日
本
勝
利
、
第
２
時
日
韓
協
約
で
韓
国
を
保
護
国
化 

一
九
〇
七
年 

安
重
根
初
代
韓
国
総
監
（
伊
藤
博
文
）
を
射
殺 

一
九
一
〇
年 

日
韓
併
合
条
約
調
印
、
朝
鮮
総
監
府
設
置 

 


